
Hyogo Sport Association





 

はじめに 

 令和６（2024）年、国体の愛称で親しまれてきた国民体育大会が、「国民スポーツ大会（国スポ）」へ

と名称が変わります。変更後最初の本大会となる「SAGA 国スポ 2024」では、大会メッセージで「みん

なで、高い志で、知恵と力を出し合っていけば、新しい大会、そしてスポーツ文化の新時代をつくるこ

とができる」と謳い、スポーツを「する・観る・支える」新しいスタイルを示そうとしています。 

  また、今年開催されるパリオリンピックでは、ブレイキン、スケートボード、サーフィン、スポーツ

クライミングの４つの競技が新たに追加されます。こうした若い世代に人気のスポーツがオリンピック

種目になることで、スポーツへの関心の広がり、裾野拡大とともに、新たなスポーツ文化の創造が期待

されています。 

 このようにスポーツをめぐる環境が大きく変わろうとするなか、兵庫県スポーツ協会では昨年７月、

10 年後の姿を見据えて前半５年間に取り組むべき施策・事業方針を明らかにした「中長期ビジョン」

（令和５(2023)年度～９(2027)年度）を策定しました。本事業計画はビジョンのアクションプランに位

置づけられるものであり、ビジョンの体系に沿って事業を示しています。 

本事業計画では、中長期ビジョンの「みえる化」を図るべく、ビジョンの方向性（バリュー）ごとに

新たに数値（アウトカム）指標を設定しています。今後、この指標の進捗状況を毎年度点検・検証し、

中長期ビジョンのフォローアップにあたります。 

計画に位置づけられた事業の展開にあたっては、時代潮流の変化やスポーツ行政の新展開を踏まえ、

産学官民の連携を促進するとともに、従来の枠組みにとらわれず、食とスポーツなど分野横断的な取組

の推進を図ろうとしています。 

計画では事業の取組とともに、組織運営体制についても言及しています。この計画に沿って、限られ

た人材と資金を有効活用するとともに、組織構造の再編、ガバナンスの向上に取り組み、持続的、自律

的に事業展開が可能な組織基盤の確立に取り組みます。 
 

 

 

令和６年度事業方針 

中長期ビジョンの体系（１～５）に沿って事業を展開します。 
 

１ 競技スポーツの推進 

  ・国民スポーツ大会での継続的な入賞、ジュニア層の発掘とトップアスリートの育成 

・公認スポーツ指導者等の資格取得を支援し、スポーツを支える人材の育成を一層推進 
 

 

２ 生涯スポーツの推進 

 ・スポーツ少年団活動の活性化とガバナンスの強化 

 ・総合型地域スポーツクラブの登録認証制度の普及促進と自律的なクラブ運営を牽引する人材の育 

成支援 

 ・運動部活動地域移行の受け皿となり、かつ地域スポーツの拠点となり得る総合型地域クラブの育成 
 

 

３ スポーツ施設の管理運営 

 ・施設設備の計画的修繕・更新による安全性の確保 

・民間事業者との連携推進、コンソーシアムの形成による収益事業の展開と運営効率化 

 

４ 学校給食・食育支援事業の推進 

 ・安全で良質な学校給食用物資の安定供給 

・多様な食育支援活動、「食とスポーツ」事業の一体的、機動的推進 
 

 

５ 組織運営体制の整備・充実 

・ITによる経営効率化（受発注システム、講座・施設利用申し込みシステムの更新・導入等） 

・人材の採用・育成・資質向上（ジョブローテーションの推進、研修制度の充実等） 

 ・人材の有効活用（プロジェクトチームの設置、兼務ポストの創設等） 
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KAITAI  CLUB  NETWORK
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ART TOURISM SPORT
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